
広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
六
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

広
島
県
規
則
第
七
号 

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校
学
則
（
昭
和
五
十
四
年
広
島
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
単
位
の
算
定
基
準
） 

第
七
条
の
二 

（
略
） 

一 

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
か
ら 

三
十
時
間
ま
で
の
範
囲
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。 

  

二 

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時 

間
か
ら
四
十
五
時
間
ま
で
の
範
囲
を
も
つ
て
一
単 

位
と
す
る
。 

  

（
入
学
手
続
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２ 

前
項
の
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

        

３ 

保
証
人
の
死
亡
等
に
よ
り
保
証
人
に
異
動
が
あ
つ

た
と
き
は
、
直
ち
に
新
た
に
保
証
人
を
定
め
て
、
第

一
項
の
規
定
に
準
じ
て
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
学
生
又
は
保
証
人
の
住
所
又
は
氏
名
の
変
更
の
届

） 

第
十
四
条 

学
生
又
は
保
証
人
は
、
住
所
又
は
氏
名
を

変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
校
長
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

    

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
） 

第
十
八
条
の
二 

（
略
） 

（
単
位
の
算
定
基
準
） 

第
七
条
の
二 

（
略
） 

一 

講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
、
一
時
間
の
授
業

に
対
し
て
二
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
修
を
必
要

と
す
る
も
の
と
し
、
十
五
時
間
か
ら
三
十
時
間
ま

で
の
範
囲
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。 

二 

実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
二
時
間

の
授
業
に
対
し
て
一
時
間
の
準
備
の
た
め
の
学
修

を
必
要
と
す
る
も
の
と
し
、
三
十
時
間
か
ら
四
十

五
時
間
ま
で
の
範
囲
を
も
つ
て
一
単
位
と
す
る
。 

 

（
入
学
手
続
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２ 

前
項
の
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
学
生
が
未
成
年
者
で
あ
る
と
き
は
、
一
人
に
つ
い

て
は
、
親
権
者
若
し
く
は
未
成
年
後
見
人
又
は
こ
れ

ら
の
者
に
準
じ
る
者
と
し
て
校
長
が
認
め
る
者
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
未
成
年
後
見
人
で

あ
る
法
人
は
、
保
証
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
の
誓
約
書
に
は
、
当
該

法
人
の
代
表
者
が
連
署
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

保
証
人
の
死
亡
、
第
二
項
の
資
格
の
喪
失
等
に
よ

り
保
証
人
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
新
た

に
保
証
人
を
定
め
て
、
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
学
生
又
は
保
証
人
の
住
所
又
は
氏
名
の
変
更
の
届

） 

第
十
四
条 

学
生
又
は
保
証
人
は
、
住
所
又
は
氏
名
（

保
証
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
が
法
人
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
又
は
代
表
者
の
氏
名
）
を
変
更
し
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
校
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
） 

第
十
八
条
の
二 

（
略
）  



２ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
学
校

等
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
又
は
履
修
し
た
時
間
数

に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
本
校
に
お
い
て
修

得
し
た
も
の
と
認
定
で
き
る
単
位
数
は
、
第
一
看
護

学
科
に
あ
っ
て
は
別
表
第
一
に
、
第
二
看
護
学
科
に

あ
っ
て
は
別
表
第
二
に
定
め
る
全
科
目
の
単
位
数
の

合
計
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
情
報
の
積
極
的
な
提
供
） 

第
三
十
条 

本
校
は
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
と
の
連
携

及
び
協
力
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
本
校
の
教
育
活

動
そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
積

極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
学
校

等
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
又
は
履
修
し
た
時
間
数

に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
本
校
に
お
い
て
修

得
し
た
も
の
と
認
定
で
き
る
単
位
数
は
、
第
一
看
護

学
科
に
あ
つ
て
は
五
十
単
位
、
第
二
看
護
学
科
に
あ

つ
て
は
三
十
六
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
情
報
の
積
極
的
な
提
供
） 

第
三
十
条 

本
校
は
、
保
護
者
及
び
地
域
住
民
そ
の
他

の
関
係
者
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

者
と
の
連
携
及
び
協
力
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
本

校
の
教
育
活
動
そ
の
他
の
学
校
運
営
の
状
況
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

別
表
第
二
（
第
七
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
関
係
） 

科
目
、
単
位
数
及
び
時
間
数 

科

目 

単

位

数 

（

時

間

数

） 

  基 礎 分 野 

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー 

論
理
的
思
考 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

心
理
学 

倫
理
と
哲
学 

社
会
学 

教
育
学 

人
間
関
係
論 

外
国
語 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 

基
礎
分
野
計 
九 

（
二
一
五
時
間
） 

専  門  基  礎  分  野 

生
活
行
動
か
ら
見
た
体
の
し
く
み 

生
化
学 

治
療
栄
養
学 

微
生
物
学 

病
理
学 

病
態
生
理
学
Ⅰ 

病
態
生
理
学
Ⅱ 

病
態
生
理
学
Ⅲ 

薬
理
学 

治
療
論 

公
衆
衛
生 

医
療
経
済 

社
会
保
障
・
社
会
福
祉 

法
と
看
護 

一 一 一 一 一 一 一 二 一 一 一 一 一 一 

専
門
基
礎
分
野
計 

一
五 

（
三
四
五
時
間
） 

 

礎 看 護 学 

看
護
学
概
論 

看
護
活
動
と
倫
理 

看
護
技
術
演
習
Ⅰ 

看
護
技
術
演
習
Ⅱ 

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト 

看
護
過
程 

一 一 一 一 一 二 



野 

     

分 

 

基 

看
護
研
究
の
基
礎 

臨
床
看
護
総
論 

一 一 

地域・在宅 
看護論 

地
域
・
在
宅
看
護
概
論 

地
域
・
在
宅
援
助
理
論 

地
域
・
在
宅
看
護
技
術 

地
域
・
在
宅
援
助
論
演
習 

一 一 一 二 

成人 
看護学 

成
人
看
護
学
概
論 

健
康
状
態
に
応
じ
た
経
過
別
看
護
Ⅰ 

健
康
状
態
に
応
じ
た
経
過
別
看
護
Ⅱ 

一 一 一 

老年 
看護学 

老
年
看
護
学
概
論 

老
年
援
助
論
Ⅰ 

老
年
援
助
論
Ⅱ 

老
年
援
助
論
Ⅲ 

一 一 一 一 

 

小児 
看護学 

小
児
看
護
学
概
論 

小
児
援
助
論
Ⅰ 

小
児
援
助
論
Ⅱ 

一 一 一 

門  

母性 
看護学 

母
性
看
護
学
概
論 

母
性
援
助
論
Ⅰ 

母
性
援
助
論
Ⅱ 

一 一 一 

精神 
看護学 

精
神
看
護
学
概
論 

精
神
援
助
論
Ⅰ 

精
神
援
助
論
Ⅱ 

一 一 一 

     専 

看護の 
統合と実践 

看
護
シ
ス
テ
ム 

災
害
看
護 

看
護
技
術
の
統
合 

看
護
研
究
の
実
際 

一 一 一 一 

臨 地 実 習 

対
象
の
ニ
ー
ド
に
合
わ
せ
た
日
常
生
活
援
助 

看
護
過
程
の
展
開 

地
域
・
在
宅
で
の
訪
問
看
護
の
実
際 

急
性
期
・
回
復
期
に
あ
る
患
者
の
看
護 

慢
性
期
・
終
末
期
に
あ
る
患
者
の
看
護 

小
児
看
護
学
実
習 

母
性
看
護
学
実
習 

精
神
に
障
害
の
あ
る
人
の
看
護 

総
合
実
習 

一 一 二 二 二 二 二 二 二 

専
門
分
野
計 

五
〇 

（
一
、
四
八
五
時
間
） 

合

計 

七
四 

（
二
、
〇
四
五
時
間
） 

 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 



改 正 後 改 正 前 

  
別記様式第３号（第13条関係） 

 

 
誓 約 書 

 
（略） 

 

注 用紙の大きさは，日本産業規格Ａ列４とする。 
 
 
 

 

別記様式第３号（第13条関係） 

 

 
誓 約 書 

 
（略） 

 

注 １ 保証人が未成年後見人である法人の場合にあっては，その名称
及び主たる事務所の所在地並びに代表者の氏名を記入すること。 

  ２ 用紙の大きさは，日本産業規格Ａ列４とする。 
 

 

  

 



 
 
 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校
学
則
の
規
定
は
、
令
和
五
年
度
入
学
生

か
ら
適
用
し
、
令
和
四
年
度
以
前
の
入
学
生
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 


